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研究主題 生徒の学習意欲を高め、進んで実践する態度を育成する家庭科の指導

1主 題設定の理 由

社会 の急激 な変化 は、生徒 を取 り巻 く家族 や家庭環境 に対 して も大 きな影響 を与 えてい る。

経済 の発展 によ り、私 たちの生活 は便利 で物 質的に豊 かな もの とな ったが、反面、子 ど もた ち

の生活体験 はます ます乏 しい もの とな り、 日常生活 に対 して無関心 で、 自己の生活 を積極 的 に

向上 させ よ うとす る意欲 や態度 があま りみ られな くな ってい る。その結 果、家庭科 の授業 で学

習 した ことを 自分 自身 の こととして受 け止 あ、 日常生活 の中で生 か してい こ うとす る姿勢 が見

られ な くな って いる。

高校家庭科 で は、家庭生活 の各分野 に関す る基礎 的 ・基本 的な知識 と技術 を習得 させ 、家庭

生 活 の意義 を理 解 させ る とともに、家庭生活及 び関連す る職業 に必要 な能力 と主 体的、実 践 的

な態度 を育 て ることを 目標 としてい る。将来 、生徒一人一人 が主体 的に新 しい家庭を創造 して

い くためには、単 に知 識 や技術 の習得 に終 わる ことな く、生活 に対 して一層 の関心を持 ち、 獲

得 した知識 や技 術を活用 し、主体的 に生活課題 に対応 して い くことので きる能力 を育成す る こ

とが求 め られてい る。 したが って、家庭科 においては体験的学習 を通 して、家庭生 活や地 域 に

お いて実践す る態度 を養 うことができるよ う、授業時数 の10分 の5以 上 を実験 ・実習 に配 当 す

ることが定 め られて いる。

しか し、生徒 が主体 的 に学習 に取 り組 むよ うにす るためには、ただ体験 的 ・実践 的 な活 動 を

多 く取 り入 れればよ いわ けで はない。生徒 の実態 を十分 に把握 し、生徒 の学 習に対 す る興 味 ・

関心 を引 き出 し、学 ぶ喜 びを体得す る ことが で きるよ うな題材、教材 を考えてい く必要がある。

生徒 にとって 、授業 が 「楽 しく」「分 か る」 もの とす るため には、教 師主 導 で はな く一 人一 人

の生 徒が様 々な場面 で主 役 になれるよ う授業形態 を変えて い く必要 があ る。

そ こで、本年度 の教育研 究員 は 「生徒の学習意欲を高 め、進ん で実践す る態度 を育成す る家

庭科 の指導 」を主題 に設定 し、研究を進め た。

II研 究 の経過

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

月

月

月

2

1

2

1

各校の諸問題を整理 し、研究主題設定に向けて協議

研究計画及び研究内容 ・方法の協議

御岳合宿の準備 ・研究内容の協議

御岳合宿 授業改善の視点から2グ ループに分かれて協議

研究授業(文 京、足立東)

授業指導案の検討

研究授業(秋 留台)

研究報告書原稿の読み合わせ

研究授業(足 立新 田、文京、城北)

最終原稿の読み合わせ

研究発表会の準備

研究発表会
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皿 研究 内容

1生 徒 の学 習意欲を高 め る指導

生徒一 人一 人が家庭生活 や地域 の生活 に興味 ・関心 を もち、将来 にわた りこれ らを充 実 向

上 させて いこ うとす る能力 を育 て るとともに、 その能力 を家庭及 び社会 で実際 に生 か して 働

こうとす る実践的態度 を育成す ることは家庭科 の学習 目標 であ り、 これか らの時代 を生 き る

すべ ての高校生 に必要 な ことであ る。 このよ うな能力 や態度 を育成す るに は、体験学習 を通

して 、積極 的な実践力 を育成す るとともに、学習 の過程 において学 ぶ ことの喜 びを実感 し、

成就感 を味わ うことが で きるよ うにす ることが大切 であ り、その結果 、生 徒 の学習意欲 を高

ある ことがで きると考え られ る。生徒 は、 自分 の考 えに基 づいて主体 的に学習を進 めるとき、

学 習 に意欲 的に取 り組む もの である。 したが って、家庭科 の授業 が興 味が もて、楽 しく、 分

か る授業 であれば、生徒 の学習意欲 も高 ま り、 自 ら進 んで実践 す る態度 の育成 にっ なが る と

考 え た。

そ こで生徒 が興 味 がもて 、楽 しく、分 か る家庭科 の授業 を行 うための視点 と して、(1>生 徒

の実態把握 、(2)題材 の選定 、(3)教材 ・教具 の工夫 の3っ を柱 と して、それぞ れの関連性 を検

討 しなが ら研 究を進 めた。

課
題
提
示

▽
導
入

生徒の気持ちの変化 教師の支援

何だ ろう

今日は何をす るのかな?

b

何、それ?

関係ねえよ!

課
題
理
解

知 ってる!

見た ことあ る1

聞いたことある!

a

課
題
解
決
方
法
の
検
討

▽
展
開

今 日や ることが分か った

b

面白そ う、や ってみ ようかな?

どうな るんだろ う

紫
曾
ー

口
▽
↓

R
▽
丑
V
皿
V
丑
V

ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
進
む

どうしたらいいんだろう
わか らない

課

題
解
決

▽

ま
と
め

な る ほ どね ・分 か った 、分 か った 」

課
題
解
決
へ
の
意
欲

d

そ うか、知 らなか った

や っぱりそ うだったのか

b

で も、 この場合はどうす るの?

私 はどうしたらいいのかな?

b

次は、何をするのかな?

・授業計画は1時 間単位でまとま りを

もつ ように工夫する。

・前時の終わりに次に行 うことを予告

する。

・生徒の実態把握に努 める。

・題材、教材は生徒の身近な もの、親
しみやすい ものを選ぶ。

。教具(ワ ークシー ト、視聴覚機材、
コンピュータ、その他)を 場面に応

じて、適宜活用する。

・生徒を主役 にして授業に引き込む。

(生徒主導)

・一斉指導、グループ学習、個別学習

等学習形態を工夫する。

・生徒を肯定的に理解する。

(発問に対する返答を尊重す る。

。生徒の疑問に対 して適切に助言する。

・生徒が適切な判断ができるように助

言す る。

・新たな課題発見に目を向けさせ る。

・各 自が考えた解決方法を一般化す る。
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(1)生 徒の実態把握

中学校 の技術 ・家庭科 で は、すべての生徒 に履修 させ る領域 と選択領域 が設 け られ て い

ることか ら、 中学校 にお ける学 習経験 が異 なることに留意す る必要が あ る。 また、生徒 の

生 活す る家庭及 び地域 の環 境 とと もに、課程や学科の特色等を考慮 し、生徒 の特性 等 に応

じて適 切 な工夫 を加 えて効 果的な指導 をす る必要が ある。

(2)題 材の選定

題 材の選定 に当た って は、家庭科 にお ける教科の系統性を考慮す る とともに、他教科 と

の関連性 も考慮す る必 要があ る。 また、現在及 び将来の生活 にお いて必要 とされ る内容 で

あ り、生 徒の興味 ・関心等 の違 いに応 じることが必 要で ある。

(3)教 材 ・教具 の工夫

生徒 の特性 な どに応 じた教材 ・教 具 は、学 習への興味 ・関心や学 習効果 を高 め るた め に

有効 であ る。標本 や資料 、 ワークシー トな どは、生 徒の個別学習を援助 した り、方向付 け

した りす る教材 ・教具 であ る。 それ らを活用 して生徒が主体的 に学習 で きるよ う工夫 す る

ことが大切で ある。

2家 庭経済 と消費

(1)研 究 のね らい

「家族 と家庭生活」及 び 「家庭経済 と消費」の2領 域 は、「家庭一 般 」 「生 活技 術 」 「生

活一般」 の3科 目共通 の内容 であ る。「家族 と家庭生活」 にっ いて は平成6年 度 の教育 研

究員 が取 り上 げてい るので、今年度 は 「家庭経 済 と消費」領域で、生徒 が主体 的 に学 習 で

きる指導 法 にっ いて研究す ることに した。

指導計 画を作成す るに当た って は、生 徒の実態を踏 まえ、 それぞれ の項 目が関連 を もっ

よ うに配列を工夫 した。 まず、"消 費生 活 と消費者"に っ いて学習 し、それか ら"労 働"

"家 庭経 済""生 活設計"の 順 に学習 す るよ うに した
。

"消 費生 活 と消費者"で は
、生徒 が意 欲的 に学 習で きる教材を決定す るに当た り、生 徒

が今 、欲 しいと考 えてい る商品 にっ いて ア ンケー ト調査を実施 した ところ、 ポケ ッ トベ ル

と答 えた生 徒が最 も多 か った。そ こで、生活 指導上 の問題 に も留意 しっっ、生徒 の学 習意

欲 を高 め ることを目的 と して、 ポケ ッ トベ ルを教材化 す ることを試み た。

ポケ ッ トベ ルは、平成7年3月 か ら レンタルのみでな く買 い取 り制 も導入 された こ とに

よ り、家電量 販店や コ ンビニエ ンスス トアでの購入 も可能 とな った。 さ らに、本体 価格 を

は じめ基本 使用料 も安 くな り、高校生 の こづかいで も十分 に支払 え ること もあ って、契 約

件数 が急増 し、高校生 の三種 の神器 の一 っにな った。また、新聞 や雑誌 、CMに も取 り上

げ られ、新 しい家族の コ ミュニケー シ ョン手段 と して も宣伝 されて いる。 しか し、高校 生

が ポケ ッ トベ ルの契約 をす るには、親権者 の同意 が必要等 の条件 があ る。 そ こで、 ポケ ッ

トベルを通 して長期問 のサー ビスを受 け るための契約 にっいて考 え させ るとともに、販 売

方法 や支払 い方法の種類 が多様化 して いる現状 を理解 させ、 自ら情 報を選択 ・決定 す る能

力を育成す ることをね らいと して、指導 内容 を検討 した。

また、平成7年7月 よ りPL法 が スター トした ことに より、消費者 の権利 や責任 等 も変

わ って きてい る。そ こで、 こ うした生活情報 を意識 してい くことの大切 さを認識 させ、 多
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くの情報 の中か ら必要 な ものを選択 し、合理的 な行動 を とるための内容 にっ いて も指導 計

画 の中 に入 れ た。

次 に、"労 働""家 庭経済"の 学習で は、職 業選択の情報の1っ であ る求 人票 を教 材 と

して取 り上 げ ることに した。求人票を もとに、生活時間が職業労働 の形態 によ って変 化 し

てい るこ とを理解 させ、家族の生活時間 にっ いて考え させ ること もで きるし、賃金や福 利

厚生 な どにっ いて取 り上 げ ることもで きる。また、家庭 の経 済 と国民 経済 の関 わ りにっ い

て も学 習す る ことが可能 であ る。進路指導 にっいて は、各校 とも計 画的 に実施 しているが、

主体 的な進 路選択能力 を育 て るためには、各教科 の中での取 り組 み も必要 で あ る。家 庭 科

とい う教科 の中で、求人票 を教材 と して活用す る ことによ り、早 い時期 か ら進路 に対 して

主 体的 に取 り組 む態度を育成す ること もで きる。 そ こで、求人票 を教材 と して活用 で き る

指 導内容 を考 えてみ た。

(2)指 導計画(17時 間)

指 導 項 目 時間

1消 費生 活 と消 費1

者

(1)は じめ に

指 導 内 一一 一 考「

②購入のあり方

①販売方法の種

類 と特徴

1・ この単 元 を学 習 す る に当 た り、 金 銭 に関 わ

意 識 調 査 と物 品(ポ ケ ッ トベ ル)購 入 に 関 す

1る ア ンケ ー ト調 査 を行 い 、生 徒 に動 機 付 け を

行 う。 な お、 両 調 査 結 果 は集 計 し、関 連 す る ,

授 業 の 中 で 活 用 す る。

τ「.翻

1
じ

i ・もの を 購 入 す る時 の 行動 パ タ ー ンにつ い て 考

②支払 い方法の2

種類 と特徴

后 灘 問馴 肖
費 者 の権 利

(1)ク ー リ ン グ オ フ

に つ いて

え させ 、買 う物 に よ って店 を選 ん で い る こ と

に気 付 か せ る 。

'矩獅 鱗 轡 について'その特徴等1

・現金以外 の支払方法 にっ いて考え させ る
。

・ ア ン ケ ー ト

調 査

・黒 板 掲 示 用

カ ー ド

L各 礁 物か

「〒織 鷹 齢 繊 ぎ窟 レ洲
1・VTRに よ り・ ク レ ジ ・ トに 関 す る理 解 を 深

め、次時 の契約 に関す る意識 を高 め させ る。

レ ポケ ・ トベ ル鰍 材 と して・長期間 のサ ー ビ1

.繍 二羅 霧 婁欝 撫 さに黒板掲示用1

・消 費 者 の権 利 に っ い て理 解 させ
、 そ の 一 っ で

あ る クー リン グオ フの 内容 と利 用 の 仕 方 に っ

いて 理 解 させ る。

ド、 パ ン フ

レ・ツ

・VTR:

平 君 の ク レ

ジ ッ ト体 験

・ ア ン ケ ー ト

・ポ ケ ッ トベ

ル 契 約 書

・韻 者 セ ンi

ター 資 料
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②消費者問題にっ i ・意識調査結果 か ら、高校生 は路上 で声 をか け
1・意 識 調 査 集

いて られ る割合 が多 い ことを認識 させ、巧妙 な手 計結果

口によ る悪徳商法 の被害 にあいやす い こ とに ・VTR:若

気 付 か せ る。 者 は狙 われ

て い る

・悪徳商法 の手 口と、その対処方法 にっ いて考 ・消 費 者 セ ン

え させ る。 タ ー

3生 活情 報の活用 i ・商品 を購入 をす る時 には正 しい商品情報 が必 ・新聞記事

要 で あ る こ とに気 付 か せ る。

・商品 に書 かれてい る 「表示Jは 大切 な商 品情

報 であ ることを理解 させ、今年施行 され たP

L法 によ ってその表示 の もっ意 味の重要 性 に

っ い て認 識 させ る。

4私 たちの暮 ら し 1 ・販売方法 や支払 い方法 が多様化す るにつれ、

と消費 消費者 の購買行動 も多様化 し、それに伴 って

商品 の流通経路 も複雑 にな ってい ることを理

解 させ る。

・ 「価格破壊」「内外 価格 差」 等 か ら価格 ・物

価 にっ いて触 れ、 これ らの問題 について は国

内だけでな く国際 的視点 に立 って考 え る こと

の必要性 にっいて理解 させ る。

5労 働

(1}職業労働 2 ・高卒用 求 人

②生活時間と家事 1 ※ ここか らは、教材 として高卒用求 人票 を 票

労働 使 って授業 の展開 を行 う。詳 しくは 「指 ・法律 に関 す

6家 庭 の経済 導展開例」 を参照。 る資料

(1)私 た ち の暮 ら し 2

と経済活動

(2)家 庭 経 済 の し く 2

みと経済設計

㈲ 実態調査

ア ね らい

イ 対 象

ウ 回答数

工 調査時期

ポケ ッ トベル とこづ かいに関す る生徒 の意識 や実態 を調 査 し1家 庭経 済領

域 ・消費生活 と消費者 の指導 を行 うための資料 とす る。

都立 高等学 校6校

2800名(男1346、 女1454)

平成7年10月
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オ 調 査 内容 と分析

(ガ ポケットベルの所持率(全 体)

(イ)ポ ケ ッ トベ ル を持 った 時 期

高3中2中12h
1㌔ 中3

2

㌔

高

22

54!

㈲ ポケ ッ トベルを持 と うと思 った理 由

達が持 って い

たか ら

18`:

Wポ ケ ッ トベルを 持っ こと に親 の反対 はあ

りま したか
はい

67ro

飼け 商品 決定 の理由

・脇 ・葬 三そfiY他

使用

友人と同 じもの5

だか ら

6',

ゑ んにぴ められ
r.

64
CMが 　 にスしつ

毬
z{Y

5`t

4":
18f・

機能性
36':

げ)ポ ケ ッ トベ ルの所持率

ポケ ッ トベルの普 及度を知 る手 がか りと して 、

所持率 の調査 を行 った。その結果、 ポケ ッ トベ ル

を持 ってい る生徒 が全体 の3割 以上 いた。男 女 別

にみ ると男子 は19%、 女子 は40%で あ り、女 子 の

所持率 が高 い ことが分 か る。

また、学年別 で比較す ると第1学 年30%、 第2

学年26%、 第3学 年38%の 生徒 が持 って いる。 第

2学 年で若干所持率が低下す るが、第3学 年 で は

全体の約4割 の生徒が ポケ ッ トベルを所持 して い

る。

(-r>ポ ケ ッ トベ ルを持 った時期

高1で 初 めて ポケ ッ トベ ルを所持 した生 徒 が半

分以上 を占めている。高2・ 高3を 含め るとポケ ッ

トベルを持 ってい る生徒 の86%が 、高校入学 後 契

約 した ことが分 か る。高校生 の三 種 の神器 は 「名

刺」、「電子手帳」 そ して 「ポ ケ ッ トベル」 といわ

れて いる。一部 の高校生 に とって ポケ ッ トベ ル は

高校生活 の必需品 とな って い るよ うだ。

また、中学生 の時か ら持 ってい る生 徒が所 持者

の14%お り、少数 で あるが小学生 で契約 して い る

生徒 もい ることか らポケ ッ トベルの利用 者が低 年

齢化 してい ることが分か る。

(ウ)ポ ケ ッ トベ ルを持 とうと思 った理 由

「連絡 を とるため」 が約6割 、 「友達 が持 って

いたか ら」 とい う理 由が約2割 を 占めてい る こ と

か ら、友人 間の連絡 のたあ持 っ生 徒が多 い と思 わ

れる。親か らいわれてポケ ッ トベ ルを持 っ生 徒 も

5%い る。親 が子 に連絡 を とるため にポケ ッ トベ

ルを持 たせて いる ことが分 か る6

W保 護者 の意見

親の反対が あ った者が13%い た。 「使 用料 金 の

支払 いが心配 である」、「非行 の原 因 になる」 が そ

の理 由であ る。親が持 たせ る場合 もあれ ば反対 す

る場合 もあ ることが分か る。

㈲ 商 品決定 の理 由

機能 によ り選 んだ生 徒が36%い る。ま た、 デザ
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イ ン ・形、色か ら決定 した生徒 が、約1/4い るd

外観 の印象 を重視 して い る ことが分か る。 「友 人

に勧 め られ た」、「友人 と同 じものだか ら」 は合 わ

せて1割 以上 であ る。商 品を選択 す る上で広告 か

らの情 報 よ りも友人 か らの ロコミの影響が大 きい。

(カ)連 絡 を入 れて くる相 手

友 人か らが54%と 半分以 上を 占あて いる。2位

は親 か らで24%で あ り、3位 の兄弟か らを含 め る

と家族 と連絡を とるため にポケ ッ トベ ルを使用 し

て い る生 徒が4割 近 くい る。

(キ)ア フターサー ビス ・利 用中止

ポケ ッ トベルを所持 して いる生徒 の約1/4が

ポケ ッ トベルが故障 ・破損 したときや利用を中 止

したい ときの手続 き方法 を知 らない。契約 申込書

に記載 してあ る事項を確認 しなか った り、内容 を

理 解 していなか った りす る者 もいることが分かる。

(ク)支 払 い

支払 いを延滞 して いる生徒 が約1/4い る。延

滞 金の支払 い方 法 と して 「親 に払 って もら う」、

「アルバ イ トを して払 う」 が多 い 。 ま た、 サ ー ビ

ス停 止や通知 によ って初めて支払 いの延滞 に気 付

く者 が いる。契約 を結 ぶ ことによって料金 の支 払

い義 務が生 じるが、それを守れ ない場合 は罰則 事

項 があ る ことを理解 して いないよ うである。

(ケ)ポ ケ ッ トベルの所有希望 の有無

現 在、 ポケ ッ トベルを持 って いない生徒 の30%

が ポケ ッ トベルを所有 した い と思 って い る。理 由

と して は連絡 を とるためが一 番多 く、親や兄弟 に

勧 め られて いる生徒 もいる。

(コ)1ヵ 月 の こづ かい

こづか いを貰 ってい る生徒 の うち、金額が一 万

円以下 が約80%を 占め、3,001～5,000円 が一番 多

い。5万 円以上 もらってい る生 徒が8%い る。 金

額 は個 天 によって差 があ ることが分か る。

za^,

(カ)連 絡 を入 れ て くれ る相 手
その他
9z

人

4-

友

5

($)ポ ケ ッ トベル の利 用を 中止 した い ときの

手続 きの方 法を知 って います か

ている

(ク)今 まで に支払 いの延滞 はあ りますか

(ケ)あ なたはポケ ッ トベ ルを持 ちた い と思 い

ますか

7000

5000

3000

2000

;

劣

いかつこの月力1回
円

」
～

回

～

～

～

～

～

～

3～

なし(定 額な し)■

Q

ロ

100200300dOO500606700

1.

以上 の調査結 果か ら、 ポケ ッ トベルが高校生 に普 及 して いるが、契約 に対 す る理 解不足 が あ

る こと等 が判 明 した。 そ こで 「家庭経済 ・消費生 活 と消費者 」 にお いて、 ポケ ッ トベ ルを取 り

上 げる ことに よ り、契約等 の学習 に対 す る関心 ・意欲 を高めよ うと試み た。
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(4)指 導事例1ポ ケ ッ トベ ルの契約を通 して契約 につ いで理解する

ア 題 材名 失敗 しな い契約 の仕方

イ 題 材設定 の理 由 ・

輸送 方法 や情報伝達 の発達 により販売方法 も多様化 して いる。中 で も、契約 に関 わ る

トラブルが若者(10代 か ら20代)や 高年齢者層を中心 に増加 し、大 きな社会 問題 と な っ

て いる。 その理 由の一 つ と して契約 内容の理解不 足が考え られ る。 このよ うな トラブル

を防 ぐためには、早 い時期 か ら消費者 と しての知 識を身 に付 けるこ とが必要 であ る。 そ

こで、現在、若者 の間で流行 してい るポケ ッ トベルを題材 と して、 その申 し込 み時 に お

け る契 約 での確認事項 を学 習 し、契約 に対 す る理 解を深め るため に本題材 を設 定 した。

ウ 学 習 目標

ω 日常生活 の中の契約 にっ いて理解 す る。

(イ)契 約手続 きの具体 的な内容 と方法 について理解 す る。

工 資 料 及 び準備

ω 物 品(ポ ケ ッ トベル)購 入 につ いてのア ンケー ト調査 の実施 と集計 ・分析

ωA社 とB社 の契約 申込書 とパ ンフレッ ト

(ウ)ワ ー ク シー ト 「失敗 しない契約」

Wカ ー ド作成(黒 板掲示用)

オ 授業 の展 開(2時 間)

区分

導

入

20

学 習 活 動

・前時の復習として、 ものを購入する時

の基本行動パ ターンを確認する。

指 導 上 の 留 意 点

・黒板に売買契約の流れをカー ド

を用いて示す。

團 一店

厨
支払 → 商品受取

。 「ポケ ッ トベルが欲 しい」 と前提 し、

それを手 に入 れ るまでの行動 にっいて

考 え る。

・ポケットベルを手にするためには申込

み手続 きが必要であることを知る。

・基 本行動 パ ター ンの上 にポケ ッ

トベルを手 に入れ るまでの行動

を重 ねて カー ドで示す。

・ポケ ッ トベルを既 に所有 して い

る生徒 に、商品等 を選択 した理

由を答 え させ る。ア ンケー トの

結果 も利用 す る。

備 考

掲示用 カー ド

ア ンケー ト集 計

結 果'

一8一



分

展

開

4a

分

展

囮 『 爵契 約

申込書

一[璽

→ 商品受取 →i使 用料支払i

・本時の学習 目標は 「契約手続 きの内容

の理解」であることを知 る。

・ 「契約」 とは何か考える。「売買契約」

と 「ポケットベルの契約」を比較 し何

が違 うか考える。

→

→i

契 約

申込書

→1

ポケ ッ トベ ルの契約

一[諜一 商品受取 一圃 一 解約

・日常生 活 の中で契約 によ り手 に入 れて

い るサ ー ビスの例 を知 る。

(例)水 道、 ガス、電気 、電話等

・ポ ケ ッ トベルの契約 申込書 を見 て、構

成 ・内容 を知 る。

・ワー クシー トに記入す る。

・契約 申込 書 よ り分か った ことを代表生

徒 が板書 す る。

(休

・各 自のワークシー トを確認する。

○契約時に必要なもの

○契約時に必要 な費用

○使用料金

○アフターサー ビス

○支払いが延滞 した場合 等

無線呼出サービス

・契約がきわめて身近な ものであ

ることに気付かせる。

・クラスの半分の生徒にはA社 の

資料、残 りの半分にはB社 の資

料を配 る。

憩)

・2社 間で契約申込書の内容に違

いがあることを確認する。

・契約時に必要なものより、未成

年契約について触れる。

・支払方法により、信用に基づい

て行われるサービスであること

を確認する。

ワ ー ク シ ー ト

掲 示用 カー ド

A社 、B社 契約

申込書

ワーク シー ト

ワー クシー ト

A社 、B社 契約

申込書
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開 ・使用料金が延滞 した場合について学習 ・支払いの延滞者が存在 したこと ア ンケー ト集計

す る 。 を知 らせ る。 結果

・延滞 す ると、無線サ ー ビスは停
30

止 し、利息を支払わねばならな

い ことを理解 させ る。

分
・支払いが延滞 した場合にっいては 「無 ・ 「約款」の読み方にっいて説明

線呼出サービス約款」に書かれている す る 。

ことを確 認す る。

・契約をする時は、契約約款及び契約申 ・ワー クシー トに契約 時の注意 点
ワ ー ク シ ー ト

ま 込書の内容をよく読み、理解す る必要 をま とめ させ る。

と があ ることを知 る。

め ・B社 の契約約款 に記載 してあるクー リ B社 契約申込書

20 ングオフの内容を確認 し、契約との関

分 係を考える。 ・クー リングオ フにつ いて次 時学

・次時 の内容 にっ いて知 る。 習す るこ とを知 らせ る。

力 評 価の観点

・ポケ ッ トベルの契約 の流れ にっ いて理解で きたか。

・契約 申込 時の具体 的 な事項 にっ いて理解で きたか 。

・契約 の概念 にっ いて理解で きたか。

キ 考 察

0づ 都立X高 等学校

・家庭経済領域 は本校 で は1年 生 で学習す るが、学習 に入 る前 に、授業 への動 機付 けを

図 ると ともに、生 徒の実態を知 るために 「金銭 に関す る意識調査」 を実施 した。 その

結果、 クー リングオフ等 にっ いて全 く知 らない生徒 が多 い ことが分 か った。

・この調査 の中で、今、欲 しい品物 にっ いて聞 いたと ころ、 ポケ ッ トベル と答え た生 徒

が多か ったので、今回教材 と して取 り上 げてみ たが、生徒 にと って身近 な ものだ け に

関心 が高 く、授業 中に積極的 に発言す る等、生徒 の取組状況 は非常 によか った。

・本校で は、当初1時 間で授 業計 画を立て たが、生徒か ら活発 に意見 が出た ことに よ り

時間が不足 したため、2時 間の授 業展 開

に改 めた。その結果 、ゆ とりが生 まれ、

生徒の発言を生かしながら授業を進める ← 騰 議

こ とが で きた 。i

.「 契約」に対す る生徒の理解を灘 るた1

あに は、黒板 の活用 の仕方 、 ワー ク シー_

トの内容 につ いて改善 す る必要 があ る と

感 じた。 懸

(イ〉 都立Y高 等学校

・X高 校 の実践結果 を踏 まえ、授業計 画を

灘

懸
鷺`

ー

鳶 爺 、響 羅
一 冨毒}麟 瀞 麟
岱 聯

冨 ∵蔀繊黙

・舞 試

嘱;・ ズ 垂
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2時 間 と して立 てた。 ワー クシー トを検討 ・作成 し、.1年 生 を対象 に実施 した。 その

結果 、A社 ・B社 の契約 申込書 の比較検討 に十分時間 を とる ことがで き、授 業 を円滑

に進 め ることが で きた。

・本校 で は、1年 生 のポケ ッ トベル所持率が14%と 低か ったため、所持 して いる生 徒 に

対 しての質問が同一 生徒 に片寄 りが ち となった。 しか し、今後 ポケ ッ トベ ルを所 持 し

たい と考 えて いる生 徒が60%い たたあ、生徒の授業 に対す る関心 は高 く、積 極的 に参

加 していた。

(ウ)都 立Z高 等学校

・本校 では、ポケ ッ トベ ルの所持 率が他校 と比べて高 いため、教師 の発問 に対 す る生 徒

の反応 もよ く、意欲 を もって授 業に取 り組 んで いた。

・本校で は、X ,Y高 校の実践 を踏 まえ、前時の指導及 び授 業の導入 の仕方 を変え て み

た。 まず、契約 に関す る基 本的な理解を深め るた めに、前時 にVTR「 ク レジ ッ トの

仕組 み と契約 の仕方 」を見せ、 ク レジ ッhに よ る物品購入 、契約手続 きにっ いて きち

ん と理解 させ 、それか らポケ ッ トベ ルの契約 に入 った。その結果、売買契約 か らポケ ッ

トベ ルの契約 に入 る方法 よ りも生 徒 にとって分 か りやすいので、契約 に対す る理 解 を

よ り深 める ことが で きた。

W全 体 と して

・マ グネ ッ トを利用 して掲示用 カー ドを作成 し
、板書 をす る時 に活 用 したが、授業 を 円

滑 に分 か りやす く進 める うえ で有効 であ った。

・契約 は生徒 に とって難 しい学習内容 であるが
、 ポケ ッ トベル とい う生徒 に身近 な もの

を教材 と して取 り上 げたため、分か りやすか ったよ うだ。

一 《 失 敗 し な い 契 約 のLか た 》
卿 ポケッ トベルの契約を例として 一

(1)契 約内容の理解 → それぞれの申込書をよく読んで相違点を見つけよう

(2)契 約手続きの方法 → これだけは知っておこう5の チェックポイント!

「誌 箕フ。て職 η磁 繍 ・。ブ御 鴨ゾ

麟灘蒲灘勢熔齢i
《ポケットベル申込時の行動を考えてみよう!》

騨 「霧調
(舞翻 灘D

押 ワベル
刀葦 しい {1葛轟1 鉱 し1 商品懸'璽 譲 憎r癬 薪i

トー一__一.し チ凱
-《 契約申込香の内容を知ろう!》

2社 の 暎 約串込書』を比較 して各項 冒について説明されているか比較する

1＼ 一 A社 B社

契約串込に必萎なもの O 0
契約時に必要な費用 0 O
佳 用 料 金 X 0

支 払 の 方 法 0 0

1支 払 の 延 滞 0 O

f■

;」
冒

【皇

「

禁 止 事 項 0 O

アフターサービス X 0
クー リングオフ x10

2《 ポケットベル契約時において確認すべきことをまとめよう!》
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ク 生 徒 の感 想

・ポ ケ ベ ル の約 款 は、 読 む の が面 倒 で気 に も しな か った け れ ど、 とて も重 要 な こと とか 、

知 って お か な くて は い け な い こ とで あ る こ とを知 った 。支 払 い が遅 れ た 時 に利 息 分 を

多 く払 って い た こ と は知 らなか った し、気 付 か な か った 。ふ だ ん契 約 書 の こ とを 詳 し

く知 る機 会 が な いの で 勉 強 で きて よか った 。

・僕 は1年 前 ポ ケ ベ ル を持 って い た。3か 月 払 わ な い で い た ら使 用 で きな くな った た め、

お 金 は払 わ な いで そ の ま ま に して い た と ころ、 通 知 が届 き約2万 円 と い う支 払 額 を 見

て ビ ッ ク リ しま した 。 そ の時 、 契 約 書 を ち ゃん と読 ん で お け ば よ か った と思 っ た 。

・は じめ は 、契 約 申込 書 の 意 味 と言 うか 重 要 性 が 分 か らなか った け れ ど、 ビデ オ とか 契

約 書 を見 る こ とが で きて 勉 強 に な っ た。

(5)指 導 展 開 例(7時 間)

時間 学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

《学習 のね らい》 高卒 用求人票 を用 いて、職業労働 の内容 、労働 の条件 、労働 に関す る法

律、税金、社 会保障等 につ いて学習す る ことによ り、労働 や経済活動 に対 す る関心 を 高

め、職業労働 と家庭生活のバ ランスを考 えて将来 の生活設計 を して い く態度 を育て る。

1 労働と生活時間 ○高卒用求人票 の見方 を知 る。 ・高 卒 用求 人 票 の コ ピー

時 ・職業労働 ・職種 ・作業内容 (2～3社)を 用 意 す

問

目

・賃金構成(基 本給 と手取 り額)

・就業時間

る 。

・ ワ ー ク シ ー ト に 記 入 し

・休暇 ・福利厚生 等 整 理 させ る。

○労働契約 と売 買契約 との違 いにっ い ・就業規則の作成 に当たっ

て理 解 す る。 て は、労働者 の意 見 を

反映 させねば な らない

こと に触 れ る。

2 ・職業 労働 と法律 ○求人票 の各項 目と関連 す る法律 にっ ・各法律 に関す る資 料 を

時 い て理 解 す る。 用 意 す る。

問

目

・労働基準法 ・最低賃金法

・国民年金法 ・男女雇用機 会均等法

○母性保護 に関連す る法律 にっ いて理 ・育 児 、介 護 に っ いて 、

解 す る。 自分 な らば どの よ うに

・育児休業法 ・介護法 等 した いか 考 え させ る。

・男 女 の意 見 を 聞 く。

3 ・生 活時 間 と家 事 ○求人票の労働時間欄より、変形労働

時 労働 時 間(フ レ ック ス タイ ム)に つ い て

間
理 解 す る。
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目
○労働時間 の変化 によ り、生活時 間が 。NHK「 国民生 活時 間

変 化 して い る ことを 知 る。 調査」 を資料 と して用

○労働時間の実態を労働基準法と比較 意 す る。

し、 問 題 点 を 考 え る。

4 家庭経済 ○求 人票 の賃金欄 より、賃金の構 成 と ・ ワ ー ク シ ー ト を 用 い て

時 ・私 た ち の暮 ら し 手取 り額 にっ いて理 解す る。 実際 に計算 させ る。
間

と経済活動
目

基本給 一 控除額(税 金+社 会保険)=手 取 り額

()円 一(()円+()円)=()円

○税金 の種類 とその使 い道 について知 ・東京都 主税局 「都 税 の

る 。 行方 」を準備す る。

5 ○求人票 の福利厚生欄 よ り、社会 保険 ・社 会保 障 の現状 を欧米

時 につ い て学 習 す る。 と比 較 して考 え させ る。

問

目

・医療保険 健康保 険、共済組合

国民健康保険等

・年金保 険 厚生年金 、共済組合

国民年金

・その他 雇用保険等 ・VTR「 ハ ロ ー タ ッ ク

○家計と国民経済、世界経済の関係を ス 」(24分)を 視 聴 さ

理 解 す る。 せ る 。

6 ・家庭経済 の し く ○ 自分 のお こづか いか ら支 出項 目 につ ・ポ ケ ベ ル と こづ か い に

時 みと経済設計 いて 考 え る。 関す る調査結果を用い
問

目
る 。

○高校 卒業後、一人暮 らしをす るに は ・グル ー プ学 習 と し、 結

どの くらい経 費がかかるか計算す る。 果を発表 させ る。

○計算 結果を もとに、 自由 に使 え るお

金 が どの くら いあ るか知 る。

7 。生 活設計 ○長期計画に基づいた経済設計の重要 ・ラ イ フ サ イ クル が 多 様

時 性 を理解 す る。 化 して い ることに留 意
問

目
○ ライ フサ イ クル が変 化 して い る こ と す る 。

を知 る 。

○高校卒業後 の各 自の ライ フコー スに

つ い て考 え る。
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3保 育

(1)研 究の ね らい

近年 、家庭 を取 り巻 く社 会の様 々な変化 に伴 い、保育 の在 り方 も変化 して きた。有職 女

性 の増 加 に伴 い、長 時間保育や時間外保育の必要性が増す とと もに、家庭 にお ける夫婦 相

互 の協力 が必要不可欠 な状況 にな って きた。 また、大都市を中心 に、核家族化 や少子化 が

進 んだ ことによ り、生 徒 たちが乳幼 児 に接 す る機 会 は非常 に少 な くな ってい る。若 い母 親

が育 児 ノイ ローゼにな った り、育児 に関す るマ ンガや雑誌が次 々に発刊 されてい るの も、

こう した社会 の状況 を反 映 して いると考 え られ る。

男女 共学 で保育 を学 習す るに当た り、従来の母 性教育中心の保育 を踏襲す るのではな く、

自分 の将来 を考 えた ときに、 どのよ うな家族 ・家庭を創造 したいのか、男女生 徒が考 え る

機会 に させ たい と考 えた。 また、青年期 の健康 や生 き方が、将来 に大 きな影響 を与 え る こ

とを 自覚 して欲 しい と考 えた。 さらに、新 しい家庭像、あ るいは父親像 ・母親 像を描 き、

社会 との関わ りの中 で、男女 が協力 して 自分 が理想 とす る家庭 を築 く努力 を しな けれ ば な

らない ことを理解 させ たい と考 えた。

保育 領域 は、食物 や被服領域 に比 べて実習 が少 な く、生徒 の現在の生活 と直接 的 な関 わ

りが少 な いため、生徒 の興 味や関心 を引 き出す ことが難 しい領 域 で あ る。 特 に、 「生命 の

誕生 と母 性保護」「乳 幼児 の発達 と保育」 に関 して は、生徒 た ち に自分 自身 の 問題 と して

考 え させ るには教 師の工 夫や新 しい教 材を開発 す ることが必要で ある。 そ こで、保育領 域

にっ いて次 のよ うに指導計 画を立 て、生 徒が 自 ら考え活動で きる場面 を多 く設 定 した授 業

展 開につ いて研究す ることに した。

(2)指 導 計画(16時 間～20時 間)

時数 指 導 項 目 学 習 活 動 備 考

6 人間の生 き方 ・青年期 の性 。高校生 の性 に対す る意識調査 VTR

S と性 と健康 → 性 に関 す るア ンケ ー ト調 査 を 行 「ナ ンパJ

8 い、保育学習 の導入 で使 う。 「TVの ワ イ

・新 聞 や雑 誌 、 テ レ ビな どで 、 話 題 ド シ ョ ー よ り

とな って い る 「性 の商 品 化 」 に つ 録画 したもの」

い て考 え させ る。 資 料

→事例 を基 に グループ ごとに話 し 「テ ィ ー ン の

合 い発表 させ る。 あ な た へ 」

・ビデ オ な ど を も とに 、人 工 妊 娠 中 VTR

絶 の実態 や母体 への影響 ・危 険性 「中絶」

につ い て考 え さ せ る。 「性交 ・避妊」
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・性 病 、 エ イ ズ、 喫煙 ・飲 食 の 妊 婦 資 料

へ の影 響 、 ダ イエ ッ ト等 の 問 題 を 「さ らば 悲 し

取 り上 げ、将来親 とな る高校 生 の みの性 」

身体 の健 康の重要性 につ いて学 習

さ せ る 。

4 生命の誕生 と ・妊娠 と健 康 ・VTRや 模 型 を通 して 、視 覚 的 に VTR

母性保護 管理 胎児 の成長 の様子 を理解 させ る。 「生命誕生」

・妊娠模擬体験装置(ザ ・エンパ シー ・ 「野沢直 子 の

ベ リー)を 用 いて妊婦 の身体 の変 ニ ユ ー ヨ ー

化 につ いて体験的 に理解 させ る。 ク出産事情」

(録 画)

・分娩 と出産 ・妊娠中か ら父親 の育児参加 が必要 「お 父 さん へ

で あ る こと を理 解 させ る。 赤 ち ゃん か ら

の メ ッ セ ー ジ」

4 乳幼児の発達 ・心身の発達 ・乳 幼 児 の 食 事 、 衣 服 、 お もち ゃ、 ・記録 用紙

S と保育 生活用品 などにっいて調べ させ る。

6

→ 市販 の ベ ビー フ ー ド ・調 製 粉 乳

の試 食及 び乳幼 児食の作成。

→紙 おむっの分解 。紙おむっ の吸

水量 調べ。

→ 児童 文化財の作成 。

・生活 習慣 の ・保育 園見学 を通 して、乳幼児 の発 保育園見学

形成 達段 階に応 じた生活 習慣(言 葉 ・ ・ ワ ー ク シ ー ト

遊 び ・食事 な ど)を 観 察 し、 レポー

トに ま とめ させ る。

2 これか らの保 ・男女共 同 の ・家族 ・地域社会 と子 ど もとの関 わ

育 保育… 今後 りを 考 え させ る。

の話 題 → 自分 が親 に な る こ とを想 定 し、

「親 の条 件」 や 「子 ど もを もっ

意義」 につ いて話 し合 わせ る。

→産前 ・産後休暇制度 や、男 女 ど

ち らで も利用で きる育児時 短 や

育児休業 の普及 の状態 など にっ

いて 調 べ させ る。
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(3)指 導事例2妊 娠模擬体験装置 を利用 して妊娠の状態 を理解す る

ア 題材名 妊娠 ・その未体験 ゾー ンを探 ってみよ う

イ 題材設定 の理由

す べての人が共 に生 きる ことので きる社会 を実現す るために は、相手 のおか れた立 場

を共感 的に理解す る ことが必要 である。特 に、社会的弱者 であ る高齢者 や身体障害者 、

妊婦 、子 ど もに対す る理解 を深 め、相手 を尊重 し思 いや る心 を育 てることは必要であ る。

高齢者福 祉が家庭科 の学習 内容 にな った ことによ り、高齢者 の身体の状況等 にっいて、

様 々な器 具を装着 して体験 的に学習す る ことが行 われ るよ うにな ったが、体験的 な教 材

の少 ない保 育領域 についてはそのよ うな装 置はあま り知 られて いな い。

先 日、 アメ リカで妊娠模擬i体験装置 「ザ ・エ ンパ シー ・ベ リー」が教育 目的 に開発 さ

れて いることをテ レビで知 り、保育教材 として利用 で きないか と考 え調べて みた。 その

結果 、1体 を入手す る ことがで きたので、それを授業 に活用す ることを試 み た。

核家族 化、少子化等 の進展 によ り、高校生 が乳幼児 に接 す る機会 は少な くな って いる。

また、妊娠 ・出産 は女性 だけの もの とい う根強 い先入観 か ら、 ともす ると男性 に は関 係

ない もの と受 け取 られが ちであ る。 そ こで、模擬的 に妊娠状態 が体験 で きる装置(ザ ・

エ ンパ シー ・ベ リー)を 用 いて妊娠が どのよ うな変化 を身体 に もた らすのか体験的 に知

ることによ り、妊婦 に対す る理解 を深 あ、 いたわる気持 ち、協力す る気持 ちを芽生 え さ

せ る ことを 目的 と して この題材 を設定 した。

ウ 妊娠模擬体験装 置(ザ ・エ ンパ シー ・ベ リー)の しくみ と部品装着 の効 果

σう 各部品 の名称 、重量

妊娠時 の乳 房

肺圧迫器(リ ブ ・ベ ル ト)

妊娠時 のおなか(水 を満 た した ビ
妊娠の乳房

ニ ー ル 袋)=5㎏ 肺圧迫器(リ ブ・ペル ト)

胎 動(ビ ニ ー ル 袋 の 中 に 吊 り 下 げ 妊娠時のおなか(水 を満たしたビニール袋)

胎動の重 り(ビ ニール袋の中に吊 り下げた重 り)

た重 り)=1㎏
胎児の手足(2つ の重 り)

胎児 の手足(2っ の重 り)=6kg胎 児の頭(膀胱袋)

胎児 の頭(膀 胱袋)=3kg

合計重量=15kg

曾)部 品装着 の効果

妊娠時 の乳房 ……大 き くな る。

肺圧迫器(リ ブベル ト)… …深呼吸が できない。呼吸 が苦 しく、浅 い呼吸 にな る。

妊娠時 のおなか……おなかが迫 り出 し動作が緩慢 になる。重量 により疲れやす くなる。

自分の足元が見え ない。

胎動(吊 り下 げた重 り)… …肋骨及 び腹部臓器 に痛 みを感 じる。胎動 の際 の衝撃 や奇

妙 な感覚が ある。

胎児 の手足 ……肋骨 、腹部臓 器 に痛 みを感 じる。胎動 の際 の衝撃や奇妙な感覚がある。

胎 児の頭 ……膀胱 が圧迫 され るため排尿 回数 が増 え る。
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工 学 習 目標

ω 妊 娠 が 身 体 に ど の よ うな変 化 を もた らす か 知 る。

←f)妊 娠 模 擬 体 験 よ り妊 婦 の 動 作 、 外 観 の 変 化 を 観 察 す る。

(ウ)周 囲 の人 々 は妊 婦 に対 して ど の よ うに接 す れ ば よ いか 考 え る。

オ 事 前準 備

0リ ビデオ 「野 沢 直 子 の ニ ュ ー ヨー ク出 産 事 情 」

(イ)妊 娠 模 擬i体験 装 置(ザ ・エ ンパ シー ・ベ リー)

(ウ)ワ ー ク シー ト

カ 授 業 の展 開(1時 間)

学 習 活 動 教師の支援 と指導上の留意点 備 考

導 ◎ 妊娠 はどのよ うに経過 してい くの ・ワー ク シー トを用 い て 妊 娠 汐 一 ク シー ト

入
か 考 え る。 につ いて生徒がどの程度知 っ

5
◎ ワ ー ク シー トの 質 問 に答 え る。 て い るの か 把握 す る。

}

分

1

1◎ ニ ユ ー ヨー クの 出 産 事 情 に関 す る
ビデ オ を 見 る。

・二s一 ヨー ク の出 産 事 情 を

知 らせ る。

ビデ オ

「野沢直子のニュー

l
l

・ビデオに登場す る夫が体 験 ヨー ク出産 事情 」

展 ◎妊娠模擬 体験装置装着 のデモ ンス

トレー ションの様子 を観察す る。

◎妊娠模擬 体験装置 を装着 した人が開

様 々の動 作を行 う様子や表情 の変

化 を観察 し、記録す る。

35

分

して いる妊娠模擬 体験装 置

につ いて説明す る。

。各部品 の説明 を しなが ら装

着 して見せ る。

・装 着 した ま ま次 の動 作 を 行

う。

旨

!

妊娠模擬体験装

置(ザ ・エ ン刈

シ ー ・ ベ リ ー)

ワ ー ク シ ー ト

◎男女 各1名 が、交代で装着 して動

作 を行 う。

周 囲 を 歩 く。

,床 に落 ち た ボ ー ル ペ ンを

拾 う。

'椅 子 に座 る
。

感想 を 述 べ る。

・装 着 が ス ム ー ズ に行 わ れ る

よ う、 適 切 に ア ドバ イ スす

る。
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◎妊娠 に伴 う様 々の変化 を確認 し、

感想等 を ワークシー トに記入す る。

キ 評価 の観点

・妊娠 によ る身体 の変化 にっ いて理解 で きたか 。

・妊娠 に伴 う種 々の変化を実感で きたか。

・妊 婦へ の配慮 が考 え られ たか。

ク ワーク シー ト

*妊 娠 ・出産 にっ い て ど れ くらい知 って い る?次 の 問 い に 答 え て み よ う。

Q1妊 娠 か ら出産 までの期間 は、 どれ くらいか?

A1()

Q2胎 児は女性の体のどこで成長するか?

A2()

Q3妊 娠 してい る女 性を何 とい うか?

A3()

Q4出 産 間際 、女性 の体重 はどれ くらい増 加 して いるか?

A4()

Q5新 生 児 の身長 ・体重 はどれ くらいか?

A5身 長=()体 重=()

Q6妊 娠 して いる ことで、生活上 どのよ うな不便 さが生 じるか?考 え られ るだ けあ

げよ。

A6

妊 娠か ら連想す ることを1っ あ げよ。()
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し くみ と各 部 分 の役 割 を記 録 しよ う。(重 さ や何 を 模 擬 した ものか 記 入 。)

・リ ブベ ル ト

・3リ ッ トル の水 の入 った ポ リ容 器(

・2っ の鉄 の 玉(

・膀 胱 袋(

種 々 の動 作 の観 察 結 果 を 記 録 しよ う。

・自分 の足 元(

・歩 く 階 段 の昇 降(

。か が ん で物 を拾 う

・椅 子 に腰 掛 け る(

ケ 授業 の考 察

ω1時 間 での授業展 開の ため、妊娠 につ いての ア ンケー トは、前時 に実施 してお い て

本時の導入 に使 った ほうが よか った。

ω ビデオ視聴 にっ いて は、教 師が解説 を加 え、視聴記録 を と らせ る方 がその後 の生 徒

の活動 を積極的 にす るのによい。

(ウ〉 多 くの生徒が実際 に模擬体験す るために も、装置 はた くさんあ る方が よい。

国 今 回 は教 師2名 で デモ ンス トレー ションを行 った。その後 、代表 の生 徒が装着 し、

動作 を行 ったが、装 着 した生徒の表情か ら、実際 に体験 して いない生徒 に も装着 の苦

しさは伝 わ って いた よ うだ。

コ 生 徒の感想

ω 男性 にはわか らない もの と して、 まず妊娠体験 があげ られ ると思 う。 その点 で ザ ・

エ ンパ シー ・ベ リーは女性 のっ らさを知 ることがで きて、い ろいろと助 け合 えた りで

きてよ いと思 った。

ω 実 際 にザ ・エ ンパ シー ・ベ リーを付 けた人 の動作 を見 て驚 いた。呼吸が通常 の半 分

しか で きず、下 に落 ちたボールペ ンも拾 えない とい うことだ。だか ら妊娠 した人 は大

変 なんだ ということが よ くわか った。 そ して、妊婦 はなぜが に股 にな るのか とい うこ

と もよ くわか った。

(ウ)ザ ・エ ンパ シー ・ベ リーは他人 の身 になることので きる道具 であ る。妊 娠時 の母 親

の心情 を考 えて、で きるだ け負担をか けないよ うに接 し、心 を落 ち着 かせて あげ るた

め には同 じ感覚 を味 わ った方 がよ い し、母親 も一緒 に育 てて いる とい う共 同感が得 ら

れて不安が少 しやわ ら ぐだろ うと思 う。
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サ 妊娠模擬 体験装置(ザ ・エ ンパ シー ・ベ リー)の 製作

妊娠模擬 体験装置 は国 内の理科教材会社 よ り入手 は可能 であ るが、価格が非常 に高 価

で(約30万 円)あ るため、簡単 に手 に入 る材料 で作 ることがで きない ものか と考 え、 取

り組 んでみ た。

oり 展 開図

i, 一
ω 材 料

帆 布3m、 バ イ ヤ ス テ ープ10m、 マ ジ ック テ ー プ(5cm幅)1.5m、

パ ンヤ、 伊 達 締 め 、 ポ リタ ンク、塩2㎞ 、 砲 丸4㎏2個

(ウ)費 用 約5,000円

W作 り方

○ ベ ス ト

布 を 型 紙 ど お りに裁 断 し、二 重 に して 周 囲 を バ イ ヤ ス テ ー プで く るみ縫 う。 止 あ

る部 分 に マ ジ ッ クテ ー プ を縫 い付 け る。腹 部 に 、水 の タ ンクを 入 れ る ふ た 付 き の ポ

ケ ッ トを 縫 い付 け る。 乳 房 、膀 胱 袋 が付 く位 置 に マ ジ ック テ ー プを 縫 い付 け る。

0乳 房

図 の よ うに展 開 図 を 求 め裁 断 し、 縫 い合 わ せ る。先 端 部 分 を 丸 く整 え 、 中 にパ ン

ヤ を詰 め る。 裏 側 に マ ジ ック テ ー プ を縫 い付 け る。

○ 膀 胱 袋

図 の よ うに裁 断 し、 布 を二 重 に した 中 に塩2㎏ を詰 め る。裏 側 に マ ジ ッ ク テ ー プ

を縫 い付 け る。

乳房 膀胱袋

一20一



㈲ 装 着 図(前 、横 、後 ろ)

実 物 の妊 娠 模 擬 体 験 装 置(ザ ・エ ンパ シー ・ベ リー)

(rl 嫡

マ タニ テ ィ用 ス モ ッ ク

後 ろ・

リブ ・ベ ル ト

手作りの妊娠模擬体験装置

前 横

0σ ・・水・・ク

重 りの砲丸

膀胱袋 ノ ●

後ろ

伊達締め

(カ)製 作後 の考察

・布地 が厚 くカー ブが多 いため、製作 はかな り大変だが、簡単 に入手 で きる材料 で手

作 りす ることがで きた。購 入す るよりも安価 にで きる。

・腹部 に入 れる水 の ポ リ容器 を今回 は防災 用の物 で代用 したが
、取 っ手 の部分 が突 出

して いるため、よ り自然 に近 い形 の物 がないか検討 中であ る。また、胎動 が感 じ ら

れ るよ うに重 りを吊 り下 げる工夫 も課題 であ る。

・腹部 の ポケ ッ トを外側 に付 けた ことで、 ポ リ容器 の出 し入 れが容易 で よか ったが、

ふ たの部分 が突 出 した取 っ手 のため もち上が って しまうので、ふ たを押 さえ る工 夫

が必要 であ る。

・全体 の総重量 は約13kgで 実物 よ り2kgほ ど少 ないが
、肩 に負担 がかか らず、腰 へ の

負担 が リアルで、身体 によ くフィッ トす るものがで きあが った。本物 よ り、実 体 験

に近 い感覚 を体験 で きる。

・1ク ラスに1個 の教材 ではな く、 できれば4～5人 に1個 の教材 で の授業 が理 想 的

であ る。作 り方 を もう少 し簡便化 し、生徒 に も製作 で きる物 に改良す る ことが今後

の課題 であ る。
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(4)指 導事例3保 育園見学 を通 して乳幼児 の生活 を理解 する

ア 題材名 保育 園見学

イ 題材選定 の理 由

最 近 の高校生 は兄 弟姉妹 の数 も少 な く身近 に乳幼児 がいないたあ、子 どもに対す る関

心 が低 く、子 ど もに対 す る考 え方 も未熟 な者 が多 い。 そ こで、保育園見学 を通 して、0

歳児 か ら5歳 児 までの乳幼 児を観 察す ることで、言葉の習得や基本的 な生活 習慣 が身 に

付 いて い く様子 を段階 的 に把握 し、子供 の特性 を理解 して ほ しい と考え この題材 を設 定

した。 また、保母 の園児 への関わ り方等 を通 して一 人の人間を育成す る とい う意 味 で の

保育 の重要性 と責任 の重 さを感 じ取 らせ ることを併せて 目的 と した。

ウ 学 習 目標

0り 乳幼児 の身体 的、行動的特徴 を観察 し、理解す る。

(-r)0歳 児 か ら5歳 児 まで の発達 に伴 う変化を見 る。

工 事前準備

Oう 事前 に見学 の際 の注意 事項 と見学 の ポイ ン トを説明 して お く。

(イ)記 録用紙

オ 本 時の展 開

教師の支援 と指導上の留意点

玄関集合 ・点呼 ・見学の 目標 と注意事項 を確 認 させ る。

本 時の学習 目標 を知 る。 ・保育 園への道筋 を知 らせ る。

1歳 児か ら5歳 児 までの

各教室 を見学 す る。

いずれか の教室 に入 り、

保母 の指示 に従 って園 児

と遊 んだ り、食事 の介助

等 を しなが ら乳幼児 を観

察 す る。

・交通安全 に留意 して引率す る。

・保育園 の概要 を理解 させ る。

・0歳 児か ら5歳 児 までの各教室 を確 認 さ

せ る。

・1つ の教室 に人数 が集中 しないよ う生徒

を振 り分 ける。
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・園児 の 目線 で静 かに話 しかけ るよ うに指

導す る。

観 察 項 目

・遊 び(1・2時 間 目に見 学 の ク ラス)

・食 事(3・4時 間 目 に見 学 の ク ラス)

・長巣 ・他 人 との交 流 ・そ の他 の生 活 習 慣

保育園の玄関集合

点呼 移動(徒 歩)

教 室 に戻 り、 ワ ー ク シ ー

トに記 入 す る。

・見学 に協力 して くれた保育 園の方 々 に対

す る感謝 の気持 ちを もたせ る。

・レポー ト記入 の仕方 を確認 し
、次週 まで

に提出す るよ う指示す る。

ワ ー ク シー ト

「保 育 園 見 学

の ま と あ」

力 評価 の観点、

ω 保育 園見学 を通 して、乳幼児 と積極的 に関 わ りを もっ ことがで きたか。

ω 乳幼児 の身体 的 ・行動的特徴が理解で きたか。

(ウ)0歳 児 か ら5歳 児 までの発達 に伴 う変化が理解で きたか。

キ 考 察

本校 で は、10数 年前 か ら保育授業 の一環 と して保育 園見学 を行 って いる。 昨年 まで こ

の領域 は女 子 のみ の履修 であ ったたあ、男子 も含 あ クラスごと全7回 に もわた る見 学 は

今年 が初 めてで あ った。見学 を引 き受 ける保育園側 の都合 を考 え ると、今年 は例年 通 り

にはいか ないのではないか と心配 したが、保育園側 の多大な理解 と協力を得て実施 できた。

例年 、保 育園見学 の実施 を事前 に予告 をす る と、生徒 の反応 は様 々で、大変楽 しみ に

して い る生 徒 もいる反面、子 ど もが嫌 いだか ら気が進 まない とい う生徒 もいる。 しか し、

後者 の生徒 も実 際に見学 を終えてみ ると 「楽 しか った。子 ど も嫌 いが少 しは直 ったか も

しれ ない」 とい う感想 を もっ生 徒が多 い。今年 は男 子 も一緒 とい うこ とで、乱暴 な言 動

で園児 たちを怖 が らせ て しまうので はな いか、また遠 くか ら見 て いるだ けで積極 的 に働

きか けることので きない生徒 が さらに多 いのではないか と心配 して いたが、思 った以上

に男子 の反応が よか った。それは、受 け入 れ る側 の保母 が、廊下 に立 って見て いるだ け

の生徒 たち に親 切 に声をか け、教室 に引 き入れて園児 たちの輪 の中に入 れて くれ た こ と

による もので、非常 に助か った。

ク 生徒 の感想(レ ポー トよ り抜粋)

・鶏 、 ア ヒル、イ ンコ、ザ リガニ、金魚 など沢山の生 き物がお り、園児 が動物 と接 す る

ことによ り、命 の大切 さや思 いや りなどを育 て るの に役立 って いるよ うに思 われ る
。

今 日、保育園 を見学 した結果 、大 変疲 れた というのが実感 で、保母 さんは大 変だ ろ う

な と思、った。

・子 どもは日本 の宝 なので大切 に しなければな らな い
。最初 、保育園見学 なんてか った

るい と思 って いたけれど、一緒 に遊 ぼ うと言 って くれた り、笑顔 で接 して くれた り し

てい る子 ど もたちを見 ていた ら、 そん な ことを考 えて いた自分 が小 さ く見え た
。今 日
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の保 育 園 見 学 で は学 ぶ こと が多 す ぎ た。 貴 重 な体 験 を した。

・1～2歳 の子 ど もた ち と接 して い たの だ け ど、 何 に で も興 味 を もち 、 人 に 自分 の 持 っ

て い る もの を 与 え よ う とす る。 な っ いて しま う とな か なか 離 れ ず 、 そ の力 は け っ こ う

強 か った 。

W研 究 のま とめ

本年度 の教育 研究員 は、「生徒 の学習意欲を高 あ、進んで実践 す る態度 を育 成 す る家 庭科 の

指導」 を主題 に、分 か りやすい授業 、学 習意欲 を喚起 させ る授 業 とはど うい うものかにっ い て

研究 し、授業実 践 した。「家庭経済 と消費」「保育」 とい う2領 域 を研究 対象 と し、題材 選定 や

授業形態 、指導 の在 り方 について資料収集 や教材 開発 も含 めて研 究を進 め た。

「家庭経済 と消費」 においては、契約 に関 す る トラブルが若者 の間で多 い ことに着 目 し、 最

近の高校生 の 「三種 の神器」 の1つ であるポケ ッ トベルを選 び、実際 の申込 契約書 を使 用 して

契約 に関す る授 業 を展開 して みた。 この授業 は3校 で生徒 の実態 に応 じて改善 しなが ら実 践 し

たが、各校 とも生 徒 の授業 に対す る関心が高 く、生徒が積極的 に発言 し、活発な授業 とな った。

生 徒の身近 な ものを題材 と し、生徒 の体験談 を取 り入れ なが ら授業 を進 め ることによ り、分 か

りやす い授業 とな り、契約の概念 に対す る理解 を深 める ことがで き、生徒 と生徒 、生徒 と教 師

の コ ミュニケー シ ョンもよ くなった。 また、視聴覚教材を活用 したが、 これ も消費者 信 用を 具

体 的に理 解す るのに有効 であ った。

次 に、「労働 」「家庭経 済」 の学 習で は、求 人票を教材 と して生 活時間 や賃金、社会 保障等 に

発展 させ る指導展開 を考 えてみたが、教科 の学 習を通 して進路 指導 を行 う うえで も効 果的 で あ

ると思 われ る。

「保育」 にお いて は、生徒 の現在 の生活 と直接的 な関 わ りが少 ない領域 ゆえ に、 どの よ うに

して 自分 自身 の問題 と して と らえさせ るか が研究 のテーマであ った。 日本 に1体 しか な い とい

うアメ リカ製 の 「妊娠模擬 体験装置(ザ ・エ ンパ シー ・ベ リー)」 を調 査 ・研 究 し、 それ を基

に製作 した 「妊娠模擬体験 装置」 は、改良 の余地 はあるが、身近 な材料 で製作可 能 な もの で あ

る。実 際 に経験す ることので きない妊娠 状態を模擬 体験 させ ることによ り、妊婦 に対す る理 解

を深 め、 いたわ る気持 ちや協 力す る気持 ちを芽生 え させ るには大変効果的 であ った。今後 は ク

ラスに1体 の教材 ではな く、 より多 くの生徒 が体験 できるように複数 用意 することが必要 であ る。

また、全 クラスを対象 に保育園見学を実施 したが、男女 の差 はな く生徒 の反応 はよか った。 保

育園見学 を授業 時間の中で全生徒を対象 に実施す ることは、 受 入 れ側 の協 力 が必 要 であ り、 ど

こででもで きることではないが、 この ような機会を設定す るよう努 力す ることは必 要である。

指導計画 にお いて は、生徒 が主体的 に活動 で きる場面 を多 く設定 して考 えてみ たが、今後 は

実際 に授業 を行 うなか で、 それぞれの学校 の実態 に合 う形 に改善 して い くべ きで あろ う。

家庭 を取 り巻 く社 会の変化 に伴 って変 わ ってい く日常生活 や家族 の在 り方 に対 し、常 に敏 感

にその変化 を と らえ、 日頃 よ り情報収集 に努 め、授業に還元 していこうとす る姿勢 は教師に とっ

て大切 な ものであ る。「分 か る授業」「お もしろい授業」 を創造す る ことは決 して容易 な こ とで

はな いが、 これか らも生徒 の疑問や意見を授業の中で積極的 に取 り上 げ るな ど して、生徒 を主

体 と した授業 の実践 を心 掛 けて いきたい。
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